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『 血管内治療で血管病に挑む 』
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はじめに
　日本人の死因の第2位を占める心臓病はいまだ増加傾向（厚
生労働省「令和元年（2019）人口動態統計月報年計（概数）
の概況」）にあり、そのなかでも、冠動脈という心臓の栄養血
管の病気である狭心症や心筋梗塞の関わる頻度が高いことがわ
かっています。また高齢化社会の急速な進行により、下肢の動
脈硬化性疾患である閉塞性動脈硬化症も増加傾向です。今回
は、主に心臓（冠動脈）と下肢動脈に関するものに関して、循
環器内科で行っているカテーテルを用いた血管内治療への取り
組みについてご紹介致します。

1．血管病の原因と血管内治療

　動脈硬化の進展による粥腫というコレステロールの蓄積が原
因であったり、また何らかの原因により血管内で血栓という凝
固した血液を形成したり、他の部位で発生した血栓が血流に
乗って局所で詰まってしまうことなどにより、血管の狭窄や閉
塞が生じます。これらに対する治療として、薬物療法、手術療
法のほかに血管内治療があり、それぞれの組み合わせで治療を
進めていくことになります。

2．狭心症や心筋梗塞に対する血管内治療（PCI）

　当院は心血管カテーテル治療の専門学会が認定する研修施設
であり、数名の専門医と認定医およびその指導下に年間300例
を超える冠動脈治療を行っています（図1）。また、狭心症や
心筋梗塞の治療は緊急を要することが多く、24時間365日緊
急治療に対応できる体制を敷き、さらに救急隊からのスムーズ
な受け入れのために心筋梗塞ホットラインを導入しています。
一方で、難易度の高い慢性完全閉塞病変に対する血管内治療 
（図2）へも積極的に取り組んでいます。近年、薬物塗布バルー
ンや薬物溶出性ステントなど使用する道具（デバイス）の進歩
により、良好な初期および長期成績が得られています。

3．閉塞性動脈硬化症に対する血管内治療（EVT）

　潰瘍や壊死などより重篤な症状がある方や、歩行により下肢
に痛みの出る間欠性跛行という症状のある方に治療を行ってい
ます（図3）。前者は他科との連携を含めたチーム医療が特に重
要となります。多量の血栓や高度な石灰化など特殊な状況を除
いて、血管内治療の適応となる病変は10年前に比較して格段に
増加し、それとともに治療の数も増加しています（図1）。

おわりに
　今回、血管内治療への取り組みについてご紹介させて頂きま
した。あくまでも血管内治療は局所治療で、治療の選択枝のう
ちの１つです。血管内治療の対象となる疾患も全身疾患のなか
の局所的な症状の現れであることを肝に銘じ、我々は患者様に
とって最良で最適な医療が提供できるよう努力して参りますの
で、今後とも宜しくお願い致します。

図１

冠動脈の慢性完全閉塞病変。側副血行路を介した治療を併用して
ステントを留置し、良好な拡張が得られた。

図２

下肢動脈の慢性完全閉塞病変。2方向からワイヤーを通過させて
ステントを留置し、良好な拡張が得られた。

図３
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『 不整脈診療の新展開
 ～低侵襲・安全性を重視した医療を提供します～ 』

　2021年1月、東邦大学医療センター佐倉病院における
不整脈診療の発展を使命とし、東邦大学医療センター大森
病院より赴任いたしました。当院は2021年4月より日本
不整脈心電学会認定・不整脈専門医研修施設に認定され、
地域の不整脈診療において中核的な役割を果たす施設とな
りました。近年、カテーテルアブレーションの技術進歩に
より、多くの不整脈が根治可能となってきました。ここで
は当院における新しいカテーテルアブレーション治療につ
いてご紹介いたします。

１． 症例に合わせた麻酔・鎮静の調整で、術中の苦痛
を除去！

　当院では心房細動に対するカテーテルアブレーションは
静脈麻酔による全身麻酔で行っております。まず十分な鎮
痛を行い、痛みを取り除きます。脳波モニターにより適切
な麻酔深度を測定し鎮静を行うことにより、手術開始から
終了まで術中の苦痛はほとんど感じない方法を用いており
ます。その他の不整脈（心房頻拍、心室期外収縮、心室頻
拍等）においても、十分な鎮痛に加え適宜鎮静を併用し、
患者さんの苦痛を最小限に抑えた手技を心がけており
ます。

２．安全性の高い手技実現に向けた取り組み！

　カテーテルアブレーション手術は、現在では成功率や安
全性においても確立された治療となりましたが、それで
も他の検査・治療に比べると合併症の頻度は比較的多い手
術です。その中で、当院では3次元マッピングシステムの
使用と心臓へのカテーテルの接触の強さを表すコンタクト
フォースという技術を導入しております。また心腔内超音
波を併用することで、心臓穿孔などの重篤な合併症は著し
く減少いたしました。また、より細いカテーテルを使用す

ることにより穿刺部の負担を軽減させ、術後の安静臥床時
間も5時間程度に短縮し、患者さんへの負担の軽減に努め
ております。

３． 最新鋭3次元マッピングシステムの導入による 
治療成功率の向上！

　近年、カテーテルアブレーション技術は飛躍的に向上
しましたが、心臓手術後の複雑な不整脈など、現在でも
治療に難渋する不整脈が多く存在します。当院では、そ
のような不整脈においても、最新鋭の3次元マッピング
システムを導入し、治療成績の向上を目指して積極的
に治療を行っております。2021年1月からは、従来の
EnSiteTM systemに加え、CARTO®3system、最新鋭
のRHYTHMIA HDxTM systemという3つのシステムを
導入し、症例にあわせて最適な治療戦略を立てており
ます。


